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志摩広域消防組合 
 
 



 
 

第１章 計画の基本的事項                 
 １ 計画策定の目的 
    地球温暖化対策の推進に関する法律(平成１０年１０月９日法律第１１７

号)第２１条の規定に基づき、志摩広域消防組合(以下｢当組合｣という。)が排

出する温室効果ガスの排出抑制及び職員個人が省エネルギー・省資源行動へ

の反映並びに更なる環境保全に関する取り組みに一層努めることを目的と

する。 
 ２ 計画の期間 
    平成２７年度を基準年度とし、平成２８年度を初年度とする令和２年度ま

での５年間とする。 
３ 計画の範囲 

    当組合が行う事務・事業とし、主な施設は、次に示すものとする。 
          
 

 
消防本部・志摩消防署 
 庁舎         延べ面積  ３２７２．９９㎡ 
 車両         １５台(緊急自動車１０台・その他５台) 
志摩消防署志摩分署  
 庁舎         延べ面積   ４３７．３１㎡ 
 車両         ４台(緊急自動車４台) 
志摩消防署大王分署  
 庁舎(倉庫含む。)     延べ面積   ３９２．０８㎡ 
 車両         ４台(緊急自動車４台) 
志摩消防署磯部分署  
 庁舎              延べ面積   ４０５．３５㎡ 
 車両         ４台(緊急自動車４台) 
志摩消防署浜島分署  
 庁舎              延べ面積   ５１４．８０㎡ 
 車両         ４台(緊急自動車４台) 
志摩消防署南勢分署  
 庁舎              延べ面積   ３０５．２９㎡ 
 車両         ４台(緊急自動車４台) 
 



第２章 第１期計画の概要と実績              
 １ 温室効果ガス排出量の削減 
  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１２年度実績 
  ⑶ 目標   平成１２年度を基準として５％削減 

⑷ 実績 
  
 
 
 
 

２ 環境にやさしい製品の購入促進 
  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   グリーン(再生紙)購入                 
         省エネルギー・省資源型機器の購入 
         低公害車の導入 
  ⑶ 実績   再生紙の購入 
         省電力タイプの製品の購入 

低公害車仕様の新規配備 
 
３ 用紙類の使用量の削減 

  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１２年度実績 

⑶ 目標   平成１２年度を基準として１０％削減 
⑷ 実績 

  
 
 

 
 
４ 省エネルギー・省資源の推進 

  ⑴ 水資源の使用量の削減   
ア 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１２年度実績 
   ウ 目標   平成１２年度を基準として１０％削減 
   エ 実績 
    
   
 
 

 
平成１２年度 

(基準年度) 
平成１７年度 

(目標値) 
平成１７年度 

(実績) 
増減 

温室効果ガス排出量(t) １８９ １８０ ２００ １１ 

 
平成１２年度 

(基準年度) 
平成１７年度 

(目標値) 
平成１７年度 

(実績) 
増減 

用紙類使用量(千枚) １９９ １７９ １３４ △６５ 

 
平成１２年度 

(基準年度) 
平成１７年度 

(目標値) 
平成１７年度 

(実績) 
増減 

水資源使用量(㎥) ５,９００ ５,３１０ ４,５８９ △１,３１１ 



⑵ 電気使用量の削減 
ア 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１２年度実績 
   ウ 目標   平成１２年度を基準として５％削減 
   エ 実績 
 
   
 

 

⑶ 燃料使用量の削減 
ア 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１２年度実績 
   ウ 目標   平成１２年度を基準として５％削減 
   エ 実績 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 廃棄物の減量化リサイクルの推進 

  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   廃棄物の減量化                 
         資源化・リサイクルの推進 
  ⑶ 実績   ミスコピー等の再利用 
         プリンタトナー等のリサイクル 
  

６ 環境負荷の削減に配意した施設等の整備と維持管理の促進 
  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境負荷の削減に配意した施設等の整備 
         環境負荷の削減に配意した施設等の維持管理 
  ⑶ 実績   排ガス規制適合車の導入 

 
７ 環境保全に関する職員の意識向上の促進 

  ⑴ 期間   平成１３年度から平成１７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境に関する研修等の実施 

 
平成１２年度 

(基準年度) 
平成１７年度 

(目標値) 
平成１７年度 

(実績) 
増減 

電気使用量(千ｋｗｈ) ２０２ １９２ ２５２ ５０ 

 
平成１２年度 

(基準年度) 
平成１７年度 

(目標値) 
平成１７年度 

(実績) 
増減 

ガソリン使用量(ℓ) ２１,９００ ２０,８００ ２３,５３３ １,６３３ 

灯油使用量(ℓ) １６,８００ １５,９６０ １１,６９７ △５,１０３ 

軽油使用量(ℓ) ４,３００ ４,０９０ ４,６４６ ３４６ 

LPG 使用量(㎡) ２００ １９０ ５７０ ３７０ 



  ⑶ 実績   エアコンの温度管理の徹底 
         コピー等使用紙数の削減徹底         
 

第３章 第２期計画の概要と実績              
 １ 温室効果ガス排出量の削減 
  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１７年度実績 
  ⑶ 目標   平成１７年度を基準として１０％削減 

⑷ 実績 
  
 
 
 
 

２ 環境にやさしい製品の購入促進 
  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 目標   グリーン(再生紙)購入                 
         省エネルギー・省資源型機器の購入 
         低公害車の導入 
  ⑶ 実績   再生紙の購入 
         省電力タイプの製品の購入 

低公害車仕様の新規配備 
 
３ 用紙類の使用量の削減 

  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１７年度実績 

⑶ 目標   平成１７年度を基準として５．９％削減 
⑷ 実績 

  
 
 

 
 
４ 省エネルギー・省資源の推進 

  ⑴ 水資源の使用量の削減   
ア 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として６．１％削減 
   エ 実績 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２２年度 

(目標値) 
平成２２年度 

(実績) 
増減 

温室効果ガス排出量(t) ２００ １８０ ２１２ １２ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２２年度 

(目標値) 
平成２２年度 

(実績) 
増減 

用紙類使用量(千枚) １３４ １２６ １０９ △２５ 



    
   
 
 

 

⑵ 電気使用量の削減 
ア 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として２３．８％削減 
   エ 実績 
 
   
 

 

⑶ 燃料使用量の削減 
ア 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として６～１２％削減 
   エ 実績 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 廃棄物の減量化リサイクルの推進 

  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 目標   廃棄物の減量化                 
         資源化・リサイクルの推進 
  ⑶ 実績   ミスコピー等の再利用 
         プリンタトナー等のリサイクル 
  

６ 環境負荷の削減に配意した施設等の整備と維持管理の促進 
  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境負荷の削減に配意した施設等の整備 
         環境負荷の削減に配意した施設等の維持管理 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２２年度 

(目標値) 
平成２２年度 

(実績) 
増減 

水資源使用量(㎥) ４,５８９ ４，３１３ ４，４７４ △１１５ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２２年度 

(目標値) 
平成２２年度 

(実績) 
増減 

電気使用量(千ｋｗｈ) ２５２ １９２ ２４０ １２ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２２年度 

(目標値) 
平成２２年度 

(実績) 
増減 

ガソリン使用量(ℓ) ２３,５３３ ２０,８００ ３０,８１４ ７,２８１ 

灯油使用量(ℓ) １１,６９７ １０,９９５ １０,５９８ △１,０９９ 

軽油使用量(ℓ) ４,６４６ ４,０９０ ４,３４３ ３０３ 

LPG 使用量(㎡) ５７０ ５３６ ４７３ ９７ 



  ⑶ 実績   排ガス規制適合車の導入 
 
７ 環境保全に関する職員の意識向上の促進 

  ⑴ 期間   平成１８年度から平成２２年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境に関する研修等の実施 
  ⑶ 実績   エアコンの温度管理の徹底 
         コピー等使用紙数の削減徹底         
 
 

第４章 第３期計画の概要と実績              
 １ 温室効果ガス排出量の削減 
  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１７年度実績 
  ⑶ 目標   平成１７年度を基準として１０％削減 

⑷ 実績 
  
 
 
 
 

２ 環境にやさしい製品の購入促進 
  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   グリーン(再生紙)購入                 
         省エネルギー・省資源型機器の購入 
         低公害車の導入 
  ⑶ 実績   再生紙の購入 
         省電力タイプの製品の購入 

低公害車仕様の新規配備 
 
３ 用紙類の使用量の削減 

  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 基準年度 平成１７年度実績 

⑶ 目標   平成１７年度を基準として５．９％削減 
⑷ 実績 

  
 
 

 
 
 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２７年度 

(目標値) 
平成２７年度 

(実績) 
増減 

温室効果ガス排出量(t) ２００ １８０ ２６４ ６４ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２７年度 

(目標値) 
平成２７年度 

(実績) 
増減 

用紙類使用量(千枚) １３４ １２６ １９８ ６４ 



４ 省エネルギー・省資源の推進 
  ⑴ 水資源の使用量の削減   

ア 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として６．１％削減 
   エ 実績 
    
   
 
 

 

⑵ 電気使用量の削減 
ア 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として２３．８％削減 
   エ 実績 
 
   
 

 

⑶ 燃料使用量の削減 
ア 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 

   イ 基準年度 平成１７年度実績 
   ウ 目標   平成１７年度を基準として６～１２％削減 
   エ 実績 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 廃棄物の減量化リサイクルの推進 

  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   廃棄物の減量化                 
         資源化・リサイクルの推進 
  ⑶ 実績   ミスコピー等の再利用 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２７年度 

(目標値) 
平成２７年度 

(実績) 
増減 

水資源使用量(㎥) ４,５８９ ４，３１３ ４，６４３ ５４ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２７年度 

(目標値) 
平成２７年度 

(実績) 
増減 

電気使用量(千ｋｗｈ) ２５２ １９２ ３０３ ５１ 

 
平成１７年度 

(基準年度) 
平成２７年度 

(目標値) 
平成２７年度 

(実績) 
増減 

ガソリン使用量(ℓ) ２３,５３３ ２０,８００ ４１,４９３ １７,９６０ 

灯油使用量(ℓ) １１,６９７ １０,９９５ ７,２７３ △４,４２４ 

軽油使用量(ℓ) ４,６４６ ４,０９０ ６,１４５ １,４９９ 

LPG 使用量(㎡) ５７０ ５３６ １,００７ ４３７ 



         プリンタトナー等のリサイクル 
  

６ 環境負荷の削減に配意した施設等の整備と維持管理の促進 
  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境負荷の削減に配意した施設等の整備 
         環境負荷の削減に配意した施設等の維持管理 
  ⑶ 実績   排ガス規制適合車の導入 
         太陽光発電設備の導入 

 
７ 環境保全に関する職員の意識向上の促進 

  ⑴ 期間   平成２３年度から平成２７年度までの５年間 
  ⑵ 目標   環境に関する研修等の実施 
  ⑶ 実績   エアコンの温度管理の徹底 
         コピー等使用紙数の削減徹底         
 
 

第５章 第４期計画                    
１ 温室効果ガス排出量の削減 

平成２７年度を基準年度とし、５％の削減目標とする。 
    期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
 
 
 
 
           温室効果ガス排出量の推移と目標 

199t 212t

264t
250ｔ

0
50
100
150
200
250
300

H17年度 H22年度 H27年度 R2年度
 

 
２ 環境にやさしい製品の購入促進 

  ⑴ 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
  ⑵ 具体的な取組み 
    

 
平成２７年度 

(基準年度) 
令和２年度 

(目標値) 
削減目標 

(％) 

温室効果ガス排出量(t) ２６４ ２５０ ５．０ 

●グリーン購入 ●ハイブリッド車、低燃費車の導入  
●省資源・省エネルギー型機器の導入 
●その他環境に配意した製品の購入 



３ 用紙類の使用量の削減 
  ⑴ 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
   
 
 
 
  ⑵ 具体的な取組み 
    

 
４ 省エネルギー・省資源の推進 

  ⑴ 水資源の使用量の削減   
ア 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 

     
 
 
 

イ 具体的な取組み 
 

 

⑵ 電気使用量の削減 
   ア 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
    
  
 
 
   イ 具体的な取組み 
    
 
 

⑶ 燃料使用量の削減 
ア 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 

    
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成２７年度 

(基準年度) 
令和２年度 

(目標値) 
削減目標 

(％) 

用紙類使用量(千枚) １９８ １８８ ５．０ 

 
平成２７年度 

(基準年度) 
令和２年度 

(目標値) 
削減目標 

(％) 

水資源使用量(㎥) ４,６４３ ４,４１１ ５．０ 

 
平成２７年度 

(基準年度) 
令和２年度 

(目標値) 
削減目標 

(％) 

電気使用量(千ｋｗｈ) ３０３ ２８８ ５．０ 

 
平成２７年度 

(基準年度) 
令和２年度 

(目標値) 
削減目標 

(％) 

ガソリン使用量(ℓ) ４１,４９３ ３９,４１９ ５．０ 

灯油使用量(ℓ) ７,２７３ ６,９０９ ５．０ 

軽油使用量(ℓ) ６,１４５ ５,８３８ ５．０ 

LPG 使用量(㎡) １,００７ ９５７ ５．０ 

●始業前の部分点灯 ●昼休みの消灯 ●超過勤務時の部分消灯 
●定時退庁の徹底 ●待機電力の遮断  

●両面コピーの励行 ●会議資料の簡素化・共有化  

●洗面所、給湯室での節水 ●水漏れ防止  



   イ 具体的な取組み 
 
 

 
 
５ 廃棄物の減量化リサイクルの推進 

  ⑴ 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
  ⑵ 具体的な取組み 
   
 ６ 環境負荷の削減に配意した施設等の整備と維持管理の促進 
  ⑴ 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
  ⑵ 具体的な取組み 
   
 
 ７ 環境保全に関する職員の意識向上の促進 
  ⑴ 期間   平成２８年度から令和２年度までの５年間 
  ⑵ 具体的な取組み 
   
          
 
 

第６章 計画推進・点検評価               

 １ 計画の推進と点検体制 
  地球温暖化対策推進本部 

・本部長 ・・・・・・計画の策定見直し、進行管理 

(次長)        

・副本部長・・・・・・計画の策定見直し、進行管理 

(志摩消防署長)  

・本部員 ・・・・・・計画の策定見直し、進行管理 

  (各課長、各分署長) 

  地球温暖化対策推進連絡会議 

・推進委員・・・・・・各所属における計画の推進、意見、調整等 

(各所属委員)  

      

 ２ 職員に対する研修等 

    本計画を実践するために、環境保全に関するチラシ等を配布するなどし、

個人における環境保全の意識啓発を実施する。 

 

 ３ 実施状況の点検と評価 

  ⑴ 本計画に基づき、全職員が環境保全に関し具体的な取組みを実施する。   

●運転時のアイドリングストップ ●公共交通機関の利用促進 
●ハイブリッド車、低燃費車の購入促進 
●急発進・急加速・空ぶかしの禁止   

●事務用品等の再使用・再利用  

●太陽光等の自然エネルギーを活用した設備の導入に努める。 

●掲示板等に環境保全に関する情報の掲示 
●環境に関する講演会等への積極的参加 



   ア 推進委員は、その取組み状況を把握し、四半期ごとに地球温暖化対策推

進連絡委員会に別添エコチェックシートを用い報告する。ただし、四半期

ごとの報告は、エコチェックシートⅥのみとし、その他については、当該

年度の最終報告のみとする。(メール報告とし、頭紙不要) 

   イ 本部長は、必要に応じ地球温暖化対策推進連絡会議を実施し、内容の見

直し等を実施するものとする。 

  ⑵ 実施状況の公表 

     原則年１回、実施状況を公表する。 

   

 

 


